
三
十
八
名
の
卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
年
前
、
就
任
式･

始

業
式
の
日
に
始
め
て
皆

さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。

職
員
会
議
で
は
放
送
に

よ
る
式
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん

な
と
会
い
た
い
と
お
願

い
し
、
体
育
館
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
緊
張
が
入
り

混
じ

っ
た
雰
囲
気
で
し

た
が
、
み
ん
な
と
の
出

会
い
が
で
き
て
良
か

っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
二
年
、
皆
さ
ん

の
頑
張
り
、
成
長
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

『
実
～

一
つ

一
つ
の

積
み
重
ね
』
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
各
行
事
に
お

い
て
も
生
徒
会
を
中
心

と
し
た
、
三
年
生
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
お
か
げ

で
全
て
の
行
事
を
大
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
本
当
に
三
年

生
に
は
、

『
感
謝
』
の

言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

三
年
生
は
、
新
た
な

世
界
の
入
り
口
に
立
ち
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
場
所

で
、
新
し
い
生
活
が
待

ち
受

け

て

い
ま

す

。

『
笑
顔
』
と

『
夢
』
と

『
玉
東
プ
ラ
イ
ド
』
を

忘
れ
ず
に
、
左
の
詩
の

よ
う
に

『
美
し
く

自
分
を

染
め
上
げ

て
く
だ
さ
い
』

こ
の
三
年
間
、
陰
に

な
り
日
向
に
な
り
、
時

に
は
厳
し
く
、
時
に
は

優
し
く
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
の
皆
様
方
の

深
い
愛
情
に
も
感
謝
し

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
・
二
年
生
は
、
三

年
生
か
ら
バ
ト
ン
を
受

け
取
り
早
二
ヶ
月
。
新

生
徒
会
を
中
心
に

一
・

二
年
生
が
玉
東
中
の
伝

統
を
引
き
継
い
で
く
れ

て
い
ま
す
。

『
実
』
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
次
の

ス
テ
ッ
プ

へ
向
か
う
取

組
も
始
ま
り
ま
す
。

四
月
に
は
五
十
六
名

の

一
年
生
が
入
学
し
て

き
ま
す
。
あ
と
は
ま
か

せ
た
ぞ
！

令
和
三
年
度
図
工
美

術
展

（平
面
）
と
立
体

造
形
展
で
次
の
生
徒
が

入
賞
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
校
内
の
み

で
審
査
し
、
入
賞
し
た

生
徒
で
す
。

【図
工
美
術
展
】

清
田
美
結

風
景

松
野
美
紗

絵
文
字

坂
田
穂
花

風
景

井
上
寛
太
郎

ﾎ゚
ｽﾀー

平
嶋
莉
奈

風
景

碇
ゆ
き
菜

ﾎ゚
ｽﾀー

西
出
聖

風
景

牧
野
迦
音

風
景

大
塚
可
恋

空
想
画

上
村
煌
莉

空
想
画

怒
留
湯
和
子

風
景

清
田
将
勝

ﾎ゚
ｽﾀー

龍
維
吹

風
景

宇
野
倖
布
未

ﾎ゚
ｽﾀー

【立
体
造
形
展
】

田
尻
悠
真

果
物
野
菜

安
田
玲

果
物
野
菜

上
村
拓
之

和
菓
子

德
山
颯
佑
士

和
菓
子

西
歩
花

和
菓
子

西
澤
愛
乃

和
菓
子

二
宮
未
有

和
菓
子

建
山
元
希

ﾍ゚
ﾊー゚
ｳーｴｲﾄ

野
嶋
倖
成

ﾍ゚
ﾊー゚
ｳーｴｲﾄ

田
上
凛
凪

ﾍ゚
ﾊー゚
ｳーｴｲﾄ

中
山
詩
結

ﾍ゚
ﾊー゚
ｳーｴｲﾄ

牛
島
健
太
郎

和
菓
子

城
戸
結
依

和
菓
子

龍
維
吹

和
菓
子

宇
野
倖
布
未

和
菓
子

碇
ゆ
き
菜
さ
ん
のﾎ゚

ｽﾀー

安
田
玲
さ
ん
の
造
形

建
山
元
希
さ
ん
の
造
形

「ふるさとを愛し、夢に向かって努力する生徒の育成」 学校便り 第１３号 令和４年３月１０日 文責：河野

玉
東

縁
２

ご卒業おめでとうございます

『実
』
あ
り
が
と
う

『美しく 自分を 染め上げてください』

作 サトウハチロー

赤ちゃんのときは白 誰でも白 どんな人でも白

からだや心が そだっていくのといっしょに

その白を 美しく染めていく 染め上げていく

毎朝 目がさめたら きょうも一日

ウソのない生活を おくりたいと祈る

夜 眠るときに ふりかえって

その通りだったら ありがとうとつぶやく

ひとにはやさしく 自分にはきびしく

これをつづけると 白はすばらしい色になる

ひとをいたわり 自分をきたえる

これが重なると 輝きのある色になる

なにもかも忘れて ひとのために働く

汗はキモチよく蒸発し くたびれも よろこびとなる

こんな日のひぐれには 母の言葉が耳にすきとおり

父の顔が目の中で ゴムマリみたいに はずむ

生まれてきたからには よき方向へすすめ

からだや心を大きくするには よき道をえらべ

横道はごめんだ おことわりだ

いそがずに ちゃくちゃくと

自分で自分を

美しく より美しく 染め上げてください

図
工
美
術
展

立
体
造
形
展

入
賞
者


